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　「おはよう！」、子どもたちが挨拶をしながら元気よく教室に入ってきます。
子どもは自分の席に着くと、まず、提出物を提出ボックスに入れに行きます。
　「ねえ、昨日の宿題ここの意味わかった？」「あ、それね！わたしも･･････」、
提出ボックスの周りに子どもが集まってきます。すると今度は、
　「先生、今日の社会科の『お宝資料』つくってきた。これ、よろしく」 
　「あ、わたしもこれお願いします」
　「えっ、調べてもよくわからなかった。何で調べたの？見せて～」
先生の周りにも子どもが集まって何やら話をしています。そうこうしているうちに、

　「今日は朝読書だ。おーい、みんな時間だよー」一人の子がみん
なに呼びかけています。10分後、「朝読書を終わりにして朝の会
をはじめます」と日直さんの声。子どもも教師も読書タイム！

　これは、当たり前の日常です。朝から子どもたちが自然と関わり合っている様子が感じら
れます。その時に教師は、何をしているのでしょうか？あまり見えてきません。しかし、このよ
うな子どもの姿が表出するために、教師はさまざまな手立てを講じ続けています。今号で
は、日常の学校生活が豊かになるための教師の役割について考えていきます。ある意味
「楽しい学びｄｅクラスをつくる」の根幹のような特集です。前号に続いて、いつもの先生方

による、子どもがキラキラと輝く！学級経営のエッセンスを紹介します！

vol .09 は！
子どもがキラキラ輝く！

学校経営のエッセンスが

いっぱい！

「学校生活と日常の学習を関連づける手立て」を紹介します「学校生活と日常の学習を関連づける手立て」を紹介します
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特に、社会科（または総合的な学習の時間）

では、子どもが調べて伝えたいことを「お宝資

料」と題してまとめたもの

があります。当日の朝に出

されたものを、私が児童の

数だけ印刷しています。

　これは宿題ではありませ

ん。授業の開始前に印刷

したものを調べてきた子どもに渡しておきます。

　授業の場面で「わたしの『お宝資料』を見てく

ださい」と発言する際に配布すると、発言を支え

る役目を果たします。これは、タブレット端末で

も効果的に活用できそうですね。

　また、朝に提出することで、子どもどうしが調

べたことを話題にするなど、ちょっとした学びが

はじまります。また、友だちの頑張りを受けて、

「今度は自分も調べてこよう」という相乗効果も

　「担任として『楽しい』クラスをつくりたい！」、教師の誰もが願うことです。子どもにとっての
「楽しい」とは、どのような姿を思い浮かべますか？この「姿」を思い浮かべることが大切です。 
その「姿」は子どもによって違うかもしれません。私は、学びの場面で輝く姿こそが「楽しい」と
想像します。その姿に迫るために、全体や個に応じて、さまざまな手立てを講じ続けています。

司会の子ども：「次は先生の話です」

さあ、担任の教師の出番です。どんな話をします

か？朝の会や帰りの会、学級会など、教師が話

す機会は多くあります。時間も限られているから

といって、事務連絡だけになっていませんか？長

期休業が明けた最初の話、「先生は○○に行っ

てきました。〇〇を見て感動しました」、単なる

スピーチになっていませんか？私は、子どもが思

考したり活動したりする「知的好奇心スイッチ

ON！」になるように話しています。

　教えないと同じく、「それ、〇〇さんも同じこと

で困っていたよ。どうなったかな？聞いてみた

ら」。子どもどうしがつながる機会を増やしてい

きます。つながるきっかけを教師がつくって促す

のです。普段の「仲よし」を学びの場では持ち込

ませず、「いかに多くの子と関わりその関わりの

よさを実感できるか」を考えて手立てを講じてい

ます。その一つとして、当番活動の表があります。

朝活動、給食、掃除、それぞれの当番を表にして

毎週代えていきます。多くの子が必然的に関わ

ることがねらいです。参考までに二次元コードを

上部に載せておきます。当番のネーミングも子ど

もと考えました。

　これは、①の知的好奇心につながります。子ど

もが自分で考えれば解決できることを教師が教

える必要はありません。「先生の意地悪がまた始

まった」、何度言われたことでしょう。「いやい

や、先生が教えたらあなたの大切な考える力を

うばうから、それこそ意地悪だよ」。

　わからないを教える「優しい先生」になってい

ませんか。子どもとの関係性を築いていく中で、

成長する過程（④めざすその子の姿）を常に意

識したいものです。すると、対応に違いが出てく

ることでしょう。そして、自分の

力で解決できた時の子どもの表

情はもちろんキラキラですね。

 T「昨日、犬小屋の前を通ったら…」
 T：黒板に「危犬」と書く。

子「えっ、どういうこと？」
 Aさん「なるほど！」
 T「Aさん、説明して」 Aさんの説明～
子「面白い！わたしもオリジナル熟語を考えて
 みよう」

「子どもがキラキラ輝く！ 楽しいクラスをつくる！」
特別企画 第2弾

「楽しい」姿にせまるための教師のスタンス３か条
① 子どもの知的好奇心をくすぐれ！

② 教えない意地悪になれ！

③ 子どもと子どもをつなぐ「糊」になれ！ 当番表
サンプル

①子どもの知的好奇心をくすぐれ！

③子どもと子どもをつなぐ「糊」になれ！

②教えない意地悪になれ！

　子どもを温かく迎え入れることから一日がはじ

まります。子どもの登校前に教室でスタンバイ！

年度初めは心がけていても、気がついたら……っ

てことにならないよう徹底していきましょう。こ

こで担任が心がけるのは三つ。

①「おはよう」視線を合わせて言いまくる！

②子どもウォッチング！（今朝の様子は？）

③極力、指示は出さない（聞き役に徹する！）

子どもがいちばん「素の姿」を見せてくれる朝

の時間は、キラキラ輝く要素がたくさん詰まって

います。逃したくない大切な時間です。

　冒頭のような子どもの姿を育むために、私が

一日を通して徹底していることを紹介します。

　まずは、子どもの登校！

　授業中に「トイレに行ってもいいですか？」と

子どもが聞いてきたら、何と答えますか？私は

「ダメです！」と即答します。何て私はひどい先

生でしょう。人権的にも……。

　事前に「授業中は大切な学びの時間です。あ

たり前だけど休み時間のうちにトイレには行って

おきましょう。それでも行きたくなることがある

のは当然です。そんな時は『トイレに行ってきま

す』と言いましょう。だって行かないと大変で

しょ。私は『行ってらっしゃい』って言いますよ」

と伝えています。「～いいですか」ではなく「～し

ます」。これは自分で判断し、自分から行動する

大切な姿です。学びの中でも主体的な姿を育む

ことにつながると思います。

生まれます。学校生活の

あらゆる場面で、学びと関

連づけるように意識させ

ます。こうした日々の積み重ねが、子どもの本質

的な「楽しい」に迫ることでしょう。① 教室INは担任が一番目！

② お宝資料！で朝から学びがはじまる

③ トイレに行ってきます!?

　活発に意見を伝え合う姿が溢れるクラス。そ

のためには伝える力を育まないと……。意見を上

手に言える子を褒めて、みんなも言えるように

なってほしい。私は、それ以上に「聴いている子」

を褒めます。「仲間の話を聴ける子は（心が）優し

い人です。だから人の話に相づちを打ったり反応

したりできます」。子どもが発言している時には、

発言している子ども以上に、周りの子どもが聴く

姿をウォッチングします。『聴き合う』集団であ

ることが、子どもの安心につながり、「聴いてくれ

る仲間だから、自分も伝えよう」と発言する子が

増えていくことでしょう。

④ 声をかけ合うためにまず聴くのです！

大滝 文平の
（横浜市立森の台小学校）

編集人？楽しい学び楽しい学び クラスをつくるクラスをつくるdeで

危犬

「教えて 子どもが輝くクラスづくり！」
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「愛のチョークで引田が斬る！」「愛のチョークで引田が斬る！」 でおなじみの

引田 雄士先生の

（横浜市立あざみ野第二小学校）

　教室に入ると元気な子どもの姿……そこから
下校するまでに子どもとのたくさんの関わりがあ
ります。「すべてが手立てだ！子どもとの関わり
を学習につなげよう！」スタート！

 1. 教室に入る！そこから手立てがスタート！

３. 授業終了後は手立てのチャンス！
～授業終了後～
T 「Ａさんは最後に手を挙げてたけど、何を伝え
たかったのかな？」
Ａさん 「スーパーに何が置いてあったのか、もう
少し伝えたかった」
T 「そうしたら、黒板に書いて
おいて！写真を撮って次の
時間に発表できるかな？」
Ａさん 「うん」

～朝、子どもが教室に入ってきたら～
Ａさん 「おはよう」。ノートを返しながら、
T 「おはよう、Aさんは、Ｂスーパーに
　行ったんだ。どんなところだった？」
Ａさん 「とても広くて、２階まで商品を売っていたよ」
T 「そうなんだね。今日の社会の時間にみんな
に伝えたら、学習が楽しくなりそうだね」

 2. 朝の会で子どもの行動を伝える
～朝の会の教師の話で～
T 「このジャムどうしたと思う？」
クラス 「おいしそう！どうしたの？」
T 「実は、Ａさんがスーパーの調査に
　行ったときに買ってきたんだって」
クラス 「すごい！自分で買ってきたんだね！」
T 「スーパーがどうだったか、社会の時間に聞い
てみようね」

　授業の終了後は、子どもと深く考えるチャ
ンスです。発表できなかった子どもとコミュ
ニケーションをとることで、内容について深く
考え、次の時間につなげられます。特に、黒
板の前で話すと黒板を使って話したり、書い
てもらったりできるのでよいです。

手立てのポイント ❸

4. 給食でたくさん授業の話をしよう！
～給食を一緒に食べているときに～
T 「みんなはＣスーパーにはよく行く？」
Ｄさん 「あまり行かないよ」
T 「どうして？」
Ｄさん 「車で買い物に行くから、
　Ｂスーパーマーケットに行くよ」
T 「そうなんだね。駐車場は広いのかな？」
Ｄさん 「とても広いよ」

　ここでのポイントは、いろいろな話題の中
に学習の話を入れることです。給食では、子
どもは生活経験の話をたくさんします。その
中に学習の話を入れていくことで、子どもが継
続的に学習のことを考えていきます。なかな
かクラスの中で伝えられない子どもからも、話
を聞くことができて、授業につなげられます。

手立てのポイント ❹

　ここでのポイントは、ノートの内容について
子どもと1対1で話すことです。朝の時間は、
じっくりと学習の内容を話せる時間です。子ど
もと話すことによって、具体的な内容を把握で
きます。難しいことではなく、楽しい内容を話
すことで「今日の授業は楽しそう！」と子どもが
思ってくれたら、うれしいですね。

手立てのポイント ❶

　ここでのポイントは、朝の時間に話の一部
だけを伝えることです。そうすることで、学習
が始まると、「Aさんもっと教えて」と子どもた
ちが学びをつくり出します。

手立てのポイント ❷

「教えて 子どもが輝くクラスづくり！」

１. 子どもの実態をみとろう

３. 実践しよう

４年生 ごみのゆくえ

 2. 指導計画を立てよう

でおなじみの

山本 雅也先生の「教えて 子どもが輝くクラスづくり！」
（横浜市立港南台第三小学校）

〇学校のごみの量はどのくらいあるか調べ
よう。

〇どんな分別をしているのかな。
〇出されたごみは、どのように処理されるの
だろう。

・分別を間違えたのだから、置いていかれて
も仕方がないよ。
・置いていっても、出した人が取りに来ないか
ら残っているんじゃないの。
・置いていくとまちが
 汚くなってしまう。
・がんばって分別したのに、
 置いていかれると悲しい。

・出し方を間違えたのはわたしたちなのに、収
集車の人がけがをするのはよくない。
・もやすごみの中には、たくさん資源になるも
のが含まれているから分別はしっかりしな
いといけないね。

　学習を進めていくと、ごみ集積所に残された
ごみがあることに気づいた子どもがいました。そ
のことを子どもたちにたずねると、

4. ふり返る
　社会科の学習をもとに、学級生活についてふ
り返りをしました。「自分の行いを人のせいにし
てしまったことがある」「他の人の気持ちを大切
にしたい」など、これからの生活に生かすことが
できる発言がありました。「学びを通して学校生
活に生かす、求めていた姿」です。
　社会科の学習で出会う方から聞く話や取り組
む姿勢などは、子どもたちにとって豊かな経験に
なります。そして、社会科で学習したことが実生
活で生かされ、子どもたちの学級での生活が豊
かになっていくと思います。社会科の学習を通し
て学級集団を育てていきましょう。

というように、さまざまな考えが出てきたので、

という学習問題を設定しました。
　そして本時では、「分別の間違いによる事故
（けが・収集車の火災）」と「もやすごみ中にふく
まれる資源物の割合」の資料を提示しました。そ
れを見た子どもたちは、

といった、相手を大切にした発言や自分たちの行
動を変えようとする発言をした子どもがたくさん
いました。

集積場所にごみが残るのに、どうして分別
シールをはってごみを置いていくのだろう。

　子どもたちには、自分の考えや行動がごみ処
理に関わる人へどのような影響を与えているの
かについて考えてもらいたいと思い、４年生の
「ごみのゆくえ」の単元を設定しました。

自分中心に考え
てしまい、トラブ
ルになることが
あるな。

　社会科の学習では、人物を取り上げて学習を
進めることが多いと思います。これは、社会の中
で活躍する人の生き方から多くのことを学ぶこと
ができるからです。
　今回は、社会科の学習で人の営みを取り上げ
ることを通して、学級集団の向上や人間関係の形
成につなげることについて考えていきましょう。
子どもたちに「どんな人と出会わせるか」「どんな
問題を設定しようか」、「教師の思い」と「子ども
たちの問題意識」を大切にして、学級集団の向上
をめざした実践を紹介したいと思います。

僕も、僕以外も。
Masaya Masaya

MASAYA presents

わたしたちの出したごみは、どうなるのだろう。

びん
かん

相手の気持ち
を考えられる
ようになると
いいな。
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北学場　〈連絡先〉 大滝 文平
　　　　kitamanaba@gmail.com

　横浜市北部（青葉区、都筑区、緑区、港北区）の
社会科有志が中心となって発足した、緩やかな
お勉強の場です。
　発足して９年目になりますが、今では横浜市
内・市外の初任者をはじめ、経験の浅い先生、中

堅・ベテランの先生、管理職やOBの先生などな
ど、あらゆる立場の先生方がフラットな関係で、
ざっくばらんに語り合っています。ご興味がご
ざいましたら、連絡（メール）をいただけると案
内チラシを送らせていただきます。

社会科を中心とした、子どもが主役の学びを創造し合う場。それが「北学場（きたまなば）」

遅刻・早退
OK！事前
申し込みも
 不要！

参加費
 無料！

みんなで楽しく学ぼう！ 先生たちの勉強の場（今年で９年目）紹介！

　「でもさ……」を言われることは、子どもたちに

とって結構つらい。考え続けなければいけない

から、面倒だとも感じてしまう。しかし、実際、世

の中のさまざまな社会的事象は解決できていな

い難しいことばかり。この「『でもさ……』に耐え

られる粘り強さ」こそ、ぜひ、日常の生活の中で

育てていきたいです。

　考えても考えても「わからない」となる学びも

あることでしょう。社会科の授業では、

「どうしてこんなに大変なのに、この人はここま

で取り組んでいるのだろう」

といった永遠に続く問いが生まれることもしばし

ば。そんな時、

「『自分たちがこんなに考えてわからないこと』に

チャレンジし続けている『大人』って、本当にすご

い！こんなかっこいい大人になってみたいな」

　子どもたちが、

そんな思考ができ

ると、とても素敵

です。

「本当に、そう？」

「おかしいなぁ、そうなのかなぁ…」

「すごいけど、なんでだろう…」

　日常生活にたくさん転がっているハテナ探し。

ぜひ、朝の会でやってみませんか。友だちのハテ

ナ発表に対して、「ハテナ返し」もまた面白い。

「なるほど、おかしいねぇ」と、共感することも素

敵ですが、

「でもさ、そもそもココってどうなのかなぁ」

も、ワクワクする。

　そんな、「『でも』『でも』大会」が繰り広げられ

る教室をつくってみましょう。朝の会の続きは、

休み時間に先生や友だちの机を囲んで。給食時

間には食事を楽しみながら。下校途中に友だち

と話しながら。これらのことは、必ず、日常の学

習にもつながっていきます。

　教材研究は「子ども研究」から。あの子のハテ

ナを次の単元で。あの子のハテナは次の次の単

元。そんな思考をめぐらせながらの通勤は、私た

ちも次第にワクワクしてくるはずです。

石川 和之先生の

の中心で石川が大きく叫ぶ！

「でも」「でも」大会を、朝の会で！ 育てたい、「でもさ…」に耐えられる粘り強さ
　日々の学校生活の中で、子どもたちはさまざ
まな学びをしています。授業中だけでなく、休み
時間、給食や掃除、家や地域での出来事を思い
出して……など、いろいろなことが学びにつな
がっていきます。教師は、どのような支援ができ
るでしょうか？その時の状況やその子によって
変わるので、正解はないのかもしれません。
　例えば、子どもたちが日常で持った疑問に教
師がすぐに答えたほうがよい場合もあります。そ
れでも、私はできる限り子どもたち自身が気づい
たり、解決したりできるようにしていきたいと
思っています。

 1. 子どもが自ら気づくことができるように

２. 子どもが自分で解決できるように
　野菜を育てていく中で、疑問や悩みが出てきま
した。
「大きくなってきたんだけど、倒れちゃう。どうし
たら倒れないかな？」

「葉っぱに虫がついていたよ。葉っぱが食べられ
ちゃう。どうしたらいいのかな？」

「どのくらいの大きさになったら実をとったらい
いかな？」
　そのような日常で出てきた子どもたちの疑問
に、「どうしたら解決するかな？」や「どうした
い？」と聞きました。
　すると、
「野菜に詳しい○○さんに聞きたい」
「本やインターネットで調べたい」
「みんなに相談したいな。次の生活科の時にみん
なはどうしているのか聞きたい」
と、一人の疑問や悩みをクラス全員で考え、自分
の野菜のことだけでなく、友だちの野菜について
も興味を持つ子どもがたくさんいました。自分の
野菜と比べ、同じところや違うところを見つけて
いる子どももいて、より自分の野菜への愛着を深
めていったように思います。

　このように、授業中だけでなく日常生活での子
どものつぶやきを見逃さず、自分で解決していく
ことを繰り返していくことで、さまざまなことを自
分で、クラスみんなで解決していきたいと思う子
どもになっていくのではないかと思います。

「もっともっと大きくなるといいな」
「明日はミニトマトができているといいな」
「出てきた枝豆を持って帰って家族に食べてもら
いたいな。持って帰るね！」
　下校時に、子どもたちは明日の野菜の変化を

　教室に来ると、子どもたちは自分の
野菜について気づいたことを話します。
「さっき見たら、お花が咲いていたよ！」
「ピーマンなんだけど、くきのところは
紫になっていたよ！不思議！」

「お花が枯れちゃったんだけど、そこから小さい
赤ちゃんなすが出てきたよ！かわいい！」

　単元のはじめに、どこに野菜の鉢を置くかを
悩みました。子どもが登下校時、休み時間に観察
や世話をしやすい場所がそれぞれの学校にある
と思います。私は、子どもたちが日々通るピロ
ティ前の通路の横に置くことにしました。

でおなじみの でおなじみの

武藤 由希子先生の

（横浜市立本牧小学校）
「教えて 子どもが輝くクラスづくり！」

２年 生活科
「ぐんぐんそだて おいしいやさい」

子どもたちの気づきを大切に！ 楽しみにしていたり、実を大切そうに持ち帰った
りしていました。
　子どもたちが授業中だけでなく日常生活で目
につくところに鉢を置くことで、教師が「見てね」
「お世話してね」と言わなくても、自分から進んで
行動していました。子ども
たちはお互いにその姿を
見て真似をし、たくさんの
学びをしていました。

【朝の登校時】

【下校時】

（横浜市立日枝小学校）
「教えて 子どもが輝くクラスづくり！」
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僕も、
僕以外も。

Masaya

Masaya

　社会科の学習をより良くしたいと思っているのは、僕も僕以外の
みなさんもきっと持っている気持ちだと思います。
　今回は、社会科の学習を他の教科等の学習に生かすことについ
て、一緒に考えていきましょう。

今回のテーマ
社会科の学習を他教科等の学習と

つなげて実践してみよう

横浜市立港南台第三小学校　山本 雅也

MASAYA presents

　社会科見学は子どもたちが意欲的に活動する学習です。見つけたことや気づ
いたこと、インタビューしたことなど、たくさんのことをメモやワークシート
に書くことが多いと思います。そこで、国語科の学習と連携させて、社会科見学
で見つけたことを報告する文章にまとめました。

【社会科】 スーパーマーケットへ見学に行く。

【国語科】 書く「ほうこくする文章を書こう」

① 見学やインタビューしてわかったこと（調べたこと）から、伝えたいことを選ぶ。
② 報告する文章の組み立てを考える。
③ 報告する文章を書く。
④ おうちの人に読んでもらって、感想をもらう。

たくさんのことがわかったけれど、見学したことを誰に伝えたいかな？

わかったことを
おうちの人に伝えたいな。

見学してたくさんのことを
メモしたよ。

インタビューしたら、
たくさん質問に答えてくれたよ。

国語の学習で「ほうこくする文章」にまとめよう。

【社会科】 ごみ（焼却工場見学）や飲料水（浄水場見学） ＋ 【国語】 新聞をつくろう
【社会科】 稲作 ＋ 【総合的な学習の時間】 米づくり
【社会科】 国土の様子（地形） ＋ 【理科】 流水の働き

子どもたちが主体的に取り組める組み合わせを考えて実践してみてください。

４年生
５年生

例えば

　初任者として4年生を担任してから3年目。持ち上がりで初めての6年生
担任の時です。慣れ親しいはずの子どもたちの表情に、不安の様子を感じ
るようになりました。わかってくれていると勝手に思い上がっていた私。
ある時、「先生めずらしく誉めている」と言われ、ハッとしました。ふり返る
と、いつも難しい顔をしていたのです。Iさんによるこの言葉がなければ、
子どもと向き合って、その思いを受けとめるというスタンスの入り口に立てていなかっ
たと思います。やはり、子どもから学び続けるのですね。

　そんなことは山ほどあります。今ふり返るとやらなければよかったこと
は、子ども同士のトラブルが起きた時に、授業を自習にして子どもの聞き取
りや説諭を行ったこと。もちろん、事象によっては必要かもしれませんが、
ふり返るとやる必要がなかったものがほとんどです。トラブルに関わる以
外の子どもの学びを奪ってしまったこと、これに尽きます。

　感情的になって強い口調で怒ったこと、「もう、きみたちと学びはできない！」などと
言って教室を出て行ってしまったこと、なども同じです。このようなことを繰り返してい
ると、愛のチョーク師匠がおっしゃるように、クラス経営がうまくいかない方向へ進んで
いく気がします。共通しているのは、子どもの視点で考えていないことです。教師の視点
（都合？）での行為になっている、これは、子どもの心が離れてしまうことにつながります。

「愛のチョークで引田が斬る！」「愛のチョークで引田が斬る！」

　今回は子どもとの関わりを学習につなげる手立てについて、皆の
実践を通して伝えていただいた！！ これから子どもと関わっていく場
面でどんどん生かせそうじゃ！！ しか～し、皆の衆が楽しいクラスを
つくりたいと毎日悩んでおるのに……大滝氏も山ほど失敗したに
違いない！ そこをどんどん斬っていくぞい！ 「愛のチョーク、見参！」

シャキー
ン！ 

愛のチョ
ーク！

シャキー
ン！ 

愛のチョ
ーク！

シャキー
ン！ 

愛のチョ
ーク！

シャキー
ン！ 

愛のチョ
ーク！

ほ～、なるほど！ 結構な失敗をして後悔もしているのー。
どうやって改善していったのじゃ？ もしかして改善などしなかったのではないか？
ほ～、なるほど！ 結構な失敗をして後悔もしているのー。
どうやって改善していったのじゃ？ もしかして改善などしなかったのではないか？

先生になりたてのころ、クラスづくりでうまくいかなかったことはなんじゃ？先生になりたてのころ、クラスづくりでうまくいかなかったことはなんじゃ？

（横浜市立あざみ野第二小学校　引田 雄士）（横浜市立あざみ野第二小学校　引田 雄士）

何だか歯の浮くようなことを言っているが、確かに我 は々子どもから学ぶ意
識を持ち続けることが大事じゃな！ うーむ、今回も斬ることができなかった。
無念！それでは御免！
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社会科社会科
がが

好き好き
だーだー！！  社

会の
中心で
石川が大きく叫ぶ！

横浜市立日枝小学校　石川 和之

シャ
カチ
ュー

シャ
カチ
ュー

簡単に納得しない
　寅子さんのように「『はて？』と疑う発見」を伝え合
う朝の会にしてみよう！
　友だちの見つけたハテナに対して、「どうしてだろ
う？」と真剣に考え合う教室づくりこそ、学校生活と日
常の学習を関連づける最大の手立てだ！

　あらためて発見した「はて?」ですが、さらにその
ハテナは高まります。そのきっかけは、Ａさんの発言
「空き地ばっかじゃん !」。二代目横浜駅が今の三代
目横浜駅に移った場所の写真を見たときの一言でし
た。この「はて?」に、クラスの友だちも真剣に考え合
います。
　「どうしてわ
ざわざ空き地ば
かりのところに
移したの？」
　土地が安かっ
たから。今の横浜駅の近くに人が少なくて、にぎやか
にしたかったから。二代目横浜駅だとカーブになっ
ていて、線路をまっすぐにしたかったから。ある程
度「なるほど!」となる友だちの考えですが、簡単に納
得しない子どもが数人います。
　「でもさ、今の横浜駅に移したら、二代目の近くの
商店街のお店が一気に減ったんだよ。納得できな
い。わたしの家の隣なんか、映画館があったらしいの
に……」
　「やっぱり納得できない。二代目横浜駅のままがよ
かったのに」
　「簡単に納得しない」、これは学びを深めることに
対して圧倒的に大切な姿勢です。この姿勢は、授業中
だけでなく、朝の会など日常の学校生活の中でたく
さん実践して習慣化していきたい。
　さて、「納得できない」の発言以降、それまで静かに
じっくり話を聞いていたＢさんが、横浜市全体の地
図を指し示しながら次のように話します。
　「大きな駅をつくることで、あちこちに行ける線路

を増やしたかったんだと思う」
　「横浜市の人口も面積も増えて、とりあえず横浜駅

に行けば乗り換えてあちこちに行けるようにし
たかった。横浜市の遠くに住む人にとっても便
利にしたかった」

　徐々に自分なりの解釈を自分の言葉で語り出すよ
うになっていったのです。

　NHKの連続テレビ小説「虎に翼」では、主人公の寅
子さんが「はて?」と立ち止まって思考が始まる場面
がたくさんありました。
　日常生活の中の「はて?」探し。「はて?」発表。「は
て?」の聞き合い。そんな営みを大事にする学級経営
をしたいものです。「はて?」は、学校の登下校時や、
放課後、休日の旅行先で、テレビを見ていて、などの
日常生活から見つけられると素敵です。次第に、授業
での学びにつながっていくとさらに素敵。
　クラスの子ども４人が住んでいた壁面が赤煉瓦模
様のマンション。実は、二代目横浜駅のあった場所に
建てられたマンションでした。入り口の横に遺構が
あって、子どもたちはいつも「あれって、何だろう?」
と思って生活していました。３年生の「まちたんけ
ん」で見学もしていたので、多くの子どもたちの「は
て?」でもあった
のです（今の横浜
駅は三代目。初
代の横浜駅は今
の桜木町駅付近
です）。

　３年「市の移り変わり」の実践では、二代目横浜駅
があった当時の写真と、同じ場所に建てられている
マンションの写真を比べ、「この約200年の間に横
浜市の様子や暮らしは何がどう変わってきたのか
な」という単元全体の問いを子どもが設定。その問
いに対して予想する中で、
　①人数と面積はどう変わった？
　②土地の使われ方はどう変わった？
　③人々の暮らしはどう変わった？
　④乗り物や交通はどう変わった？
と、四つの学習計画を子どもとつくります。
　子ども自身が調べる中で、①②③と順調に「わ
かったこと」が増えていきます。この調子で④につ
いても……と意気揚々と学ぶ中で、図中にある「△」
を子どもが見つけます。横浜市全体では線路も駅
も増えているのに、学区内の駅は昔に比べて減って
いることに子どもが気づく。あらためて発見した
「はて?」です。

　いつか、いつか達成してみたい夢があります。「明
日の時間割に『宿題はドリルの〇ページ』と書かな
い」という夢。「教師が宿題を設定しなくても、それ
ぞれの子ども自身が主体的に学んでくるのが当たり
前になる」という夢。
　その達成に向けて「簡単に納得しない」を合言葉
に、学校全体で授業づくりや学級づくりをしてみた
い。その際、キーワードになるのは「地域の材をどう
学びに生かすか」だと思っています。納得できない、
解決したい問いがあるから、もう一度、放課後に地域
に出かけて確かめてくる。確かめたことを明日の朝
の会で友だちに伝えたいから、ノートにまとめてく
る。正確に伝えたいから、文章表現を学んでくる。根
拠をわかりやすく示したいから、グラフの書き方を
工夫してくる。
　「簡単に納得しない」という学びの先に、「子ども
自身が設定する宿題」を目指したい。何としてでも、
本気で取り組んでみたい私の課題です。
　「簡単に納得しない」という姿勢で大事なことは、
子どもも大人も
同じ目線で学び
続けていくこと
なのかもしれま
せん。

　「この先生と一緒に学んでいきたい」、そう思
いながら授業を受けている子どもたちがいる!
「目の前の子どもたちと一緒に学んでいきた
い」、そう思いながら授業
を行っている教師がいる! 
子どもと教師が「学ぶベク
トル」を一致していると感
じる授業にするには……。

「何がわかって、何がわからないか」
の整理を！

「～さんのハテナ」
を真剣に考え合う教室づくりを！

叫び叫び2

その先にある
「子ども自身が設定する宿題」 
を目指せ！

叫び叫び3

叫び叫び
今回今回のの

叫び叫び１

駅調べ
商店街
調べ

土地の使わ
れ方はどう
変わった？

予想の検証B

人々の暮らし
はどう変わっ
た？

予想の検証C

乗り物や交通
はどう変わっ
た？

予想の検証D

人数と面積
はどう変わっ
た？

予想の検証Aこ
の
２
０
０
年
の
間
に
、横
浜
市
の
様
子
や

　            

暮
ら
し
は
何
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
の
か
な
。

人数と面積
が変わった
のでは？

横
浜
市
の
こ
れ
か
ら
は
、ど
う
な
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
な
。

学習問題の追究・
解決に目を向け
て見通しをもつ

ア 追究結果を評
価したり、活用
したりする

エ
自らの学習状況を
確認しようとする

イ

さらに調べたいこ
とを考えようとする

ウ

（
小
３
に
お
け
る
１
学
習
事
例
）

調
べ
た
４
つ
は
、ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
な
。

平
沼
商
店
街
の
人
が
減
っ
て
し
ま
う
の
に
、ど
う
し
て
横
浜
駅
を
動
か
し
た
の
か
な
。

予想A

土地の使われ
方が変わった
のでは？

予想B

人々の暮ら
しが変わっ
たのでは？

予想C

乗り物や交
通が変わった
のでは？

予想D

発展
している

発展
している

発展
している

あれ？
平沼の駅が
減ってる！

?
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「楽しい学び de クラスをつくる」では、
みなさんからの質問をお待ちしています！
〈連絡先：北学場〉 　kitamanaba@gmail.com

横浜市立森の台小学校   大滝 文平

※本冊子に掲載しているイラストはすべてイメージです。

　Vol.9は前号の「学級開き」を受けて、さらにその後を見通した「クラスづ
くり」を特集しました。共通していえるのは「子どもを主語にしている」ことで
す。生活科の野菜をどこに置いたら「子どもが」豊かに学ぶことができるか
な。ごみの学習を通して「子どもが」日常の生活にどのように生かすことがで
きるかな。このステキなノートを返す時に「あの子が」どんな反応をしてくれ
るかな。「どの子どもが」今日は「でもさ」というかな。
　共通していたのが、日常と学びを結びつけていることです。登下校の時間
や朝の会、給食や掃除の時間、休み時間など、あらゆる学校生活の時間に
授業の学びと結びつけられるチャンスがあります。そのチャンスを見つけてそ
れを生かすための手立てを講じるのが、私たちの役割なのではないでしょう
か。あっ、このコーナーは小言でした。「お楽しみ会」「○○パーティー」と
いった学級イベントも「楽しい」でしょう。しかし、日常の「学びが楽しい」こと
の中にこそ、子どもの真の輝きがある!!……と私は信じています。
　今後も特集のリクエストがありましたら、是非ともお願いします。

編 集 後 記

大滝の小言

CD33828
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